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令
和
元
年
台
風
第
十
九
号
に
よ
る
長
野
県
東
部
・
東
信
地
域
の
被
災
状
況
か
ら
見
る
、
山
間
部
・
上
中
流
域
の

河
川
災
害
被
害
と
、
復
旧
課
題
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

令
和
元
年
十
月
十
二
日
よ
り
全
国
を
襲
っ
た
台
風
第
十
九
号
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
る
と
と

も
に
、
被
災
さ
れ
た
方
々
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
政
府
に
お
か
れ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
復
旧
へ
の
尽
力
に
深
甚

な
る
敬
意
を
表
し
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
民
の
安
全
、
暮
ら
し
の
復
旧
を
最
優
先
に
お
取
り
組
み
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

さ
て
、
こ
の
度
の
台
風
第
十
九
号
に
よ
り
、
七
県
で
二
十
水
系
の
七
十
一
河
川
が
決
壊
し
、
そ
の
中
に
は
長
野
県
の
千
曲
川

を
は
じ
め
、
吉
田
川
、
阿
武
隈
川
、
久
慈
川
な
ど
、
国
が
管
理
す
る
一
級
河
川
が
多
く
含
ま
れ
て
い
る
。
長
野
県
で
は
、
五
千

八
十
六
世
帯
が
浸
水
し
た
長
野
市
（
十
月
二
十
三
日
午
前
十
時
時
点
長
野
県
災
害
対
策
本
部
ま
と
め
よ
り
）
、
全
国
的
に
は
、

宮
城
県
丸
森
町
、
福
島
県
郡
山
市
な
ど
、
河
川
幅
の
広
い
地
域
で
の
越
水
は
広
範
な
住
宅
被
害
を
も
た
ら
し
て
い
る
。 

 

長
野
県
東
部
・
東
信
地
域
は
、
千
曲
川
の
源
流
を
含
む
上
中
流
域
に
あ
た
る
山
間
地
で
あ
り
、
他
の
地
域
と
同
様
、
年
間
降

水
量
の
五
割
近
く
に
あ
た
る
大
雨
が
、
二
十
四
時
間
か
ら
四
十
八
時
間
以
内
に
降
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。 

 

山
間
部
・
河
川
上
中
流
域
の
被
災
地
を
回
る
と
、
長
野
市
な
ど
の
広
範
な
被
害
が
出
た
地
域
と
は
異
な
り
、
局
所
的
に
甚
大
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な
被
害
が
発
生
し
た
箇
所
が
分
散
し
て
多
数
確
認
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
被
害
は
長
野
県
に
限
ら
ず
、
他
の
一
級
河
川
の
上
中
流

域
、
急
流
箇
所
の
あ
る
山
間
部
で
も
、
同
じ
よ
う
な
被
害
が
出
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

そ
こ
で
、
長
野
県
東
部
・
東
信
地
域
の
被
災
現
場
で
確
認
さ
れ
た
被
害
や
問
題
意
識
が
、
全
国
の
各
被
災
地
の
復
旧
、
ま

た
、
山
間
部
・
河
川
上
中
流
域
で
の
河
川
災
害
に
お
け
る
今
後
の
防
災
政
策
の
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
い
、
以
下
質
問
す
る
。 

一 

越
水
に
と
ど
ま
ら
な
い
大
き
な
被
害
に
つ
い
て 

 
 

山
間
部
・
上
中
流
域
で
は
、
越
水
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、
急
流
に
よ
っ
て
護
岸
な
ど
が
削
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
橋
や
道

路
に
甚
大
な
被
害
が
多
数
出
た
こ
と
が
特
徴
の
一
つ
と
考
え
る
（
佐
久
市
入
沢
、
佐
久
穂
町
大
日
向
、
長
和
町
、
上
田
市
真

田
、
北
相
木
村
等
）
。
ま
た
、
土
砂
災
害
も
多
数
発
生
し
て
い
る
。
長
野
県
に
よ
る
と
、
十
月
二
十
三
日
午
前
十
時
時
点
で

四
十
九
戸
の
住
宅
が
、
土
石
流
や
崖
崩
れ
に
よ
っ
て
全
壊
や
半
壊
、
浸
水
等
の
被
害
が
あ
っ
た
と
の
こ
と
だ
が
、
土
砂
災
害

に
よ
る
住
家
被
害
の
全
て
が
、
上
田
市
、
佐
久
市
、
佐
久
穂
町
、
長
和
町
、
筑
北
村
、
麻
績
村
な
ど
の
山
間
部
、
河
川
上
中

流
域
で
発
生
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
山
間
部
・
河
川
上
中
流
域
で
は
、
単
な
る
溢
水
・
越
水
で
は
な
く
、
土
砂
や
岩
石
で
河
川
や
用
水
路
が
埋
め
尽
く

さ
れ
て
水
が
溢
れ
、
土
砂
や
岩
石
が
隣
接
す
る
住
宅
に
ま
で
流
れ
込
み
、
道
路
を
川
の
よ
う
に
水
が
流
れ
続
け
る
被
害
が
多
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数
確
認
さ
れ
て
い
る
（
佐
久
市
常
和
、
上
田
市
平
井
、
佐
久
穂
町
大
日
向
等
）
。
こ
れ
ら
の
被
害
地
域
は
、
今
台
風
に
限
ら

ず
、
大
雨
に
見
舞
わ
れ
た
際
に
、
度
々
被
害
が
出
た
か
、
被
害
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
地
域
で
あ
り
、
今
後
の
再
発
防
止

策
も
含
め
た
復
旧
対
策
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。
今
回
の
台
風
で
流
出
し
た
土
砂
岩
石
の
除
去
の
み
な
ら
ず
、
今
後
大
雨

の
時
に
は
、
水
だ
け
で
な
く
再
び
土
砂
岩
石
が
堆
積
す
る
可
能
性
を
考
慮
し
た
抜
本
的
な
復
旧
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

こ
う
し
た
被
害
に
対
す
る
国
の
復
旧
方
針
、
県
や
市
町
村
に
対
す
る
助
言
等
に
つ
い
て
、
政
府
の
考
え
を
伺
う
。 

二 

山
林
の
被
害
に
つ
い
て 

 
 

今
台
風
で
は
、
山
間
部
、
河
川
上
流
部
で
山
崩
れ
が
多
数
確
認
さ
れ
た
。
川
か
ら
の
水
と
、
山
か
ら
の
水
・
土
砂
に
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
さ
れ
る
形
で
住
宅
が
埋
ま
る
被
害
も
あ
っ
た
。
今
後
の
復
旧
に
あ
た
っ
て
は
、
河
川
の
修
復
の
み
な
ら
ず
、
山
林

の
復
旧
、
地
形
の
回
復
や
、
地
形
変
化
に
応
じ
た
治
山
事
業
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
ま
た
、
山
林
の
復
旧
に

あ
た
っ
て
は
、
被
害
の
あ
っ
た
山
林
の
所
有
者
と
す
ぐ
に
連
絡
を
と
る
必
要
が
あ
る
が
、
近
年
問
題
と
な
っ
て
い
る
所
有
者

が
不
明
の
山
林
が
復
旧
の
妨
げ
に
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
の
山
地
災
害
対
策
に
つ
い
て
、
政
府
の
方
針
を
伺
う
。 

三 

停
電
、
断
水
被
害
に
つ
い
て 

 
 

今
台
風
で
も
改
め
て
住
民
生
活
の
大
き
な
脅
威
と
な
っ
た
の
が
、
停
電
、
断
水
で
あ
る
。
停
電
、
断
水
の
原
因
は
様
々
だ
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が
、
特
に
山
間
部
で
は
、
倒
木
が
原
因
と
な
る
停
電
が
発
生
し
、
復
旧
に
長
時
間
を
要
し
た
こ
と
が
顕
著
だ
っ
た
。
長
野
県

軽
井
沢
町
と
御
代
田
町
で
は
、
停
電
が
発
災
後
十
日
前
後
に
お
よ
び
、
そ
の
主
な
原
因
と
み
ら
れ
る
倒
木
の
除
去
作
業
に
、

自
衛
隊
の
力
を
借
り
る
事
態
と
な
っ
た
。
倒
木
が
原
因
と
さ
れ
る
停
電
の
長
期
化
は
、
先
月
の
台
風
第
十
五
号
で
大
規
模
停

電
が
発
生
し
た
千
葉
県
内
で
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。
災
害
発
生
時
の
復
旧
作
業
や
、
倒
れ
る
と
電
線
に
影
響
を
及
ぼ
す
お
そ

れ
の
あ
る
木
の
事
前
伐
採
に
つ
い
て
、
電
力
事
業
者
と
自
治
体
の
間
で
協
定
を
締
結
し
て
い
る
例
も
あ
る
が
、
倒
木
に
よ
る

停
電
の
防
止
や
、
停
電
発
生
時
の
早
期
復
旧
の
た
め
の
関
係
機
関
の
連
携
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
く
の

か
、
政
府
の
方
針
を
伺
う
。 

 
 

ま
た
、
停
電
、
水
道
管
の
破
損
、
浄
水
場
へ
の
土
砂
の
流
入
等
に
よ
る
断
水
も
、
徐
々
に
解
消
し
て
き
て
い
る
が
、
今
な

お
、
解
消
の
め
ど
が
立
っ
て
い
な
い
地
域
も
あ
る
。
水
道
管
等
の
復
旧
工
事
や
、
断
水
が
解
消
す
る
ま
で
の
間
の
給
水
等
に

つ
い
て
、
自
治
体
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
支
援
を
行
っ
て
い
く
の
か
、
政
府
の
方
針
を
伺
う
。 

四 

住
民
福
祉
に
つ
い
て 

 
 

台
風
第
十
九
号
に
よ
り
、
長
野
県
内
で
は
、
長
野
市
な
ど
広
範
囲
で
住
宅
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
地
域
で
、
発
災
か
ら
十
日

以
上
が
過
ぎ
て
も
な
お
、
多
く
の
方
が
避
難
所
で
の
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
暮
ら
し
の
安
心
、
被
災
者
の
健
康
状
態
を
守
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る
こ
と
な
ど
が
課
題
に
な
っ
て
い
る
。 

 
 

一
方
、
山
間
部
・
河
川
上
中
流
域
に
お
い
て
は
、
台
風
が
上
陸
し
た
十
月
十
二
日
は
多
く
の
避
難
者
が
出
た
も
の
の
、
翌

日
以
降
、
大
半
の
被
災
者
が
自
宅
に
戻
っ
た
。
こ
れ
は
、
住
宅
浸
水
の
数
が
、
下
流
域
と
比
べ
て
少
な
か
っ
た
こ
と
、
多
く

の
被
災
者
が
自
宅
で
の
生
活
や
、
親
戚
宅
等
に
身
を
寄
せ
る
な
ど
、
避
難
所
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
を
選
択
し
た
た
め
と
考

え
ら
れ
る
。
避
難
所
生
活
の
被
災
者
が
少
な
い
こ
と
は
望
ま
し
い
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
避
難
所
で
あ
れ
ば

保
健
師
が
常
駐
な
ど
す
る
一
方
、
避
難
所
に
と
ど
ま
ら
ず
に
被
災
住
宅
等
へ
戻
っ
た
被
災
者
に
つ
い
て
は
、
保
健
師
、
医
師

と
の
ア
ク
セ
ス
や
、
物
資
の
備
蓄
・
供
給
、
電
気
、
水
道
な
ど
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
暮
ら
し
の
状

況
や
健
康
状
態
の
確
認
を
継
続
的
に
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。 

 
 

通
常
で
あ
れ
ば
、
各
自
治
体
の
社
会
福
祉
協
議
会
等
が
、
こ
う
し
た
役
割
を
担
う
と
考
え
る
が
、
被
災
地
の
社
会
福
祉
協

議
会
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
運
営
を
は
じ
め
と
す
る
災
害
対
応
業
務
に
追
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
被
災
箇
所
が
、

分
散
し
て
多
数
あ
る
こ
と
、
山
間
部
は
車
社
会
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
道
路
被
害
に
よ
り
交
通
に
重
大
な
支
障
を
き
た

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
在
宅
の
被
災
者
や
親
戚
宅
等
に
身
を
寄
せ
た
被
災
者
の
安
否
確
認
、
健
康
状
態
確
認
を
継
続
す
る
こ

と
が
、
平
時
よ
り
困
難
で
は
な
い
か
と
も
考
え
る
。 
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災
害
関
連
死
は
、
発
災
後
一
ケ
月
ま
で
が
多
い
と
さ
れ
て
い
る
が
、
発
災
後
一
ケ
月
と
い
え
ば
、
被
災
地
の
自
治
体
は
復

旧
対
応
で
多
忙
を
極
め
て
い
る
時
期
で
あ
り
、
人
的
な
応
援
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
中
央
省
庁
か
ら
の
応
援
、
被
災

し
な
か
っ
た
自
治
体
か
ら
職
員
を
派
遣
す
る
な
ど
の
施
策
を
政
府
は
ど
の
よ
う
に
検
討
し
、
自
治
体
に
呼
び
か
け
や
周
知
を

す
る
か
、
見
解
を
伺
う
。 

五 

復
旧
の
人
手
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て 

 
 

被
災
地
の
復
旧
に
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
支
援
が
欠
か
せ
な
い
が
、
今
台
風
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た
山
間
部
・
河
川
上

中
流
域
が
抱
え
る
問
題
と
し
て
三
つ
の
こ
と
を
挙
げ
た
い
。 

 
 

ま
ず
、
広
範
囲
に
及
ぶ
浸
水
被
害
が
あ
っ
た
下
流
域
と
比
べ
る
と
被
害
報
道
が
少
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
希
望
者
が
少

な
い
こ
と
が
あ
る
。
次
に
、
山
間
部
・
河
川
上
中
流
域
の
自
治
体
は
、
小
規
模
自
治
体
が
多
く
、
役
場
職
員
の
総
力
で
復

旧
・
復
興
に
当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ
の
た
め
に
十
分
な
態
勢
を
整
え
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
る
。
さ
ら
に
、
被
害
箇
所
が
分
散
し
て
多
数
あ
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
交
通
手
段
も
課
題
と

し
て
挙
げ
ら
れ
る
。 

 
 

一
方
で
、
阪
神
・
淡
路
大
震
災
、
東
日
本
大
震
災
等
こ
れ
ま
で
多
く
の
災
害
を
通
じ
て
、
全
国
各
地
の
被
災
地
で
活
躍
す
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る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
や
、
個
人
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
中
に
は
、
災
害
対
応
の
プ
ロ
と
も
い
う
べ
き
貴
重
な
人
材
が
数
多
く

存
在
す
る
。
ま
た
、
自
治
体
職
員
の
中
に
も
、
全
国
の
被
災
地
へ
の
応
援
、
長
期
出
向
を
通
じ
て
、
被
災
地
域
に
か
か
わ
ら

ず
、
復
旧
復
興
の
優
れ
た
知
見
を
有
す
る
職
員
が
各
地
に
存
在
す
る
。 

 
 

長
野
県
は
、
小
規
模
自
治
体
が
多
く
、
も
と
も
と
人
材
が
少
な
い
こ
と
に
加
え
、
少
な
く
と
も
こ
こ
十
数
年
間
は
、
大
き

な
災
害
が
少
な
い
地
域
と
も
言
わ
れ
て
き
た
。
こ
れ
ま
で
全
国
の
被
災
地
に
貢
献
し
て
き
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
自
治
体
職
員

の
応
援
を
早
期
に
い
た
だ
き
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
多
く
受
け
入
れ
る
態
勢
を
整
え
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
小
規

模
自
治
体
や
大
災
害
を
長
年
経
験
し
て
い
な
い
自
治
体
で
あ
っ
て
も
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
入
態
勢
を
速
や
か
に
整
え
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
、
政
府
と
し
て
全
国
の
自
治
体
に
指
導
す
る
通
知
や
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
が
必
要
だ
と
考
え
る
。
大

災
害
に
備
え
て
物
資
を
備
蓄
し
て
お
く
こ
と
は
大
事
だ
が
、
災
害
へ
の
即
応
体
制
、
早
期
復
旧
の
知
見
を
普
段
か
ら
備
え
て

お
く
こ
と
も
、
物
資
に
勝
る
と
も
劣
ら
ず
重
要
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

六 

交
通
に
つ
い
て 

 
 

今
台
風
で
は
、
交
通
の
要
と
な
る
多
く
の
橋
、
道
路
の
通
行
が
不
可
能
と
な
っ
た
。
特
に
山
間
部
・
河
川
上
中
流
域
は
も

と
も
と
バ
ス
や
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通
機
関
が
脆
弱
で
あ
る
。
長
野
県
東
部
で
は
、
東
信
地
域
を
東
西
に
走
る
し
な
の
鉄
道
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が
、
軽
井
沢
、
御
代
田
、
小
諸
方
面
か
ら
上
田
地
域
に
至
る
高
校
生
の
、
唯
一
と
も
い
う
べ
き
通
学
手
段
と
な
っ
て
い
る

が
、
東
御
市
で
、
線
路
上
の
橋
が
崩
落
し
た
こ
と
に
よ
り
、
現
在
も
不
通
と
な
っ
て
い
る
。
発
災
か
ら
十
日
経
っ
て
、
バ
ス

や
新
幹
線
を
代
替
手
段
と
す
る
こ
と
と
な
っ
た
が
、
車
社
会
の
地
方
に
お
け
る
災
害
時
の
在
来
線
の
復
旧
、
代
替
輸
送
手
段

の
確
保
は
、
も
と
も
と
公
共
交
通
機
関
が
少
な
い
分
、
非
常
に
大
き
な
課
題
で
あ
る
。
電
車
の
代
替
交
通
と
し
て
想
定
さ
れ

る
バ
ス
業
界
も
、
地
方
で
は
そ
も
そ
も
本
数
が
少
な
く
、
さ
ら
に
は
、
慢
性
的
な
人
不
足
、
運
転
手
不
足
も
あ
る
と
い
う
指

摘
も
伺
っ
た
。
災
害
時
の
協
定
を
、
地
域
の
公
共
交
通
機
関
同
士
で
あ
ら
か
じ
め
締
結
す
る
、
ま
た
、
そ
れ
を
徹
底
す
る
こ

と
が
、
特
に
地
方
、
山
間
部
に
お
い
て
は
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
と
今
後
の
取
組
を
伺
う
。 

七 

報
道
格
差
、
被
害
周
知
格
差
に
つ
い
て 

 
 

山
間
部
・
河
川
上
中
流
域
の
被
害
は
、
千
曲
川
本
流
の
み
な
ら
ず
、
中
小
河
川
、
集
落
を
流
れ
る
用
水
路
の
決
壊
に
よ

り
、
局
所
的
に
甚
大
な
被
害
が
多
数
箇
所
で
発
生
し
た
こ
と
に
あ
る
と
考
え
る
。
被
害
箇
所
が
分
散
し
て
い
る
た
め
、
甚
大

な
被
害
に
も
か
か
わ
ら
ず
報
道
さ
れ
な
い
、
被
害
の
長
期
化
が
多
く
の
人
に
伝
わ
ら
な
い
と
い
う
問
題
も
あ
る
。
発
災
直
後

は
、
被
災
地
の
住
民
が
自
ら
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
で
発
信
し
、
被
害
を
心
配
す
る
多
く
の
人

た
ち
に
よ
っ
て
拡
散
さ
れ
た
が
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
発
信
や
拡
散
も
、
日
が
経
つ
に
つ
れ
て
少
な
く
な
る
と
考
え
る
。
政
府
及
び
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自
治
体
は
、
山
間
部
・
河
川
上
中
流
域
の
被
害
状
況
等
を
継
続
的
に
把
握
し
、
積
極
的
に
情
報
を
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、

被
災
地
に
関
心
を
持
ち
続
け
て
も
ら
い
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
に
よ
る
継
続
的
な
支
援
活
動
に
繋
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
と
今
後
の
取
組
を
伺
う
。 

八 

予
算
に
つ
い
て 

 
 

今
台
風
に
よ
る
被
害
は
、
広
範
囲
に
及
ん
で
お
り
、
複
数
の
省
庁
が
関
係
し
て
い
る
場
合
も
あ
れ
ば
、
被
害
が
発
生
し
た

場
所
に
よ
っ
て
施
設
等
の
管
理
者
が
異
な
る
場
合
も
あ
る
。
今
後
、
復
旧
・
復
興
事
業
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
省
庁
の

所
管
や
、
国
の
機
関
・
自
治
体
の
管
轄
区
域
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
関
係
機
関
が
一
体
と
な
っ
て
十
分
な
予
算
を
確
保

し
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
政
府
の
見
解
を
伺
う
。 

 

右
質
問
す
る
。 


